
こ
の
場
所
に
は
、何
も
記
載
し
な
い
で
くだ
さ
い
。

（
ご
注
意
）

・
 こ
の
用
紙
は
、機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で
、

金
額
を
記
入
す
る
際
は
、枠
内
に
は
っ
き
り
と

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、本
票
を
汚
し
た
り
、

折
り
曲
げ
た
りし
な
い
で
くだ
さ
い
。

・
 こ
の
用
紙
は
、A
TM
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
 こ
の
払
込
書
を
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
又
は
郵
便
局

の
渉
外
員
に
お
預
け
に
な
る
と
き
は
、引
換
え

に
預
り
証
を
必
ず
お
受
け
取
りく
だ
さ
い
。

・
 ご
依
頼
人
様
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た

払
込
書
に
記
載
さ
れ
た
お
と
こ
ろ
、お
な
ま
え

等
は
、加
入
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

・
 こ
の
受
領
証
は
、払
込
み
の
証
拠
と
な
る
も

の
で
す
か
ら
、大
切
に
保
管
し
て
くだ
さ
い
。

※
こ
の
受
領
証
を
も
っ
て
日
本
赤
十
字
社
の
受

領
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、免

税
証
明
とし
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

振
込
い
た
だ
い
た
金
額
は
個
人
に
つ
い
て

は
、所
得
税
法
第
78
条
第
２
項
第
３
号
の

規
定
に
基
づ
く
寄
付
金
に
該
当
し
、法
人
に

つ
い
て
は
、法
人
税
法
第
37
条
第
４
項
に

基
づ
く
寄
付
金
に
該
当
し
ま
す
。

[お
問
い
合
わ
せ
先
]

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部

赤
十
字
会
員
課

（
電
話
）0
52
- 9
71
- 1
59
6

Information
インフォメーション

P R E S E N T活動資金

〒461-8561 名古屋市東区白壁 1-50　TEL 052-971-1591（代表）

発行元／日本赤十字社愛知県支部　　発行日／令和８年 7 月 1 日
https://www.jrc.or.jp/chapter/aichi/

活動の詳細や
最新情報は
ウェブサイトか
SNSへ

日赤あいち 検索

X Instagram

広報誌

No.167

　赤十字は、人間のいのちと健康、尊厳を守るため、苦痛の予防と軽減に努め
るという「人道」の理念のもと世界191の国と地域に広がる赤十字社・赤新月
社のネットワークを活かして活動する人道的組織です。
　日本では、西南戦争での戦時負傷者の救護活動を契機に組織され、災害救護
活動、国際活動、救急法などの普及、赤十字ボランティアや青少年赤十字事業
や赤十字病院の運営、献血などの血液事業、看護師の養成など幅広い分野で事
業を展開しています。
　こうした活動は、皆様からお寄せいただく活動資金のご寄付によって支えら
れています。この赤十字の活動の充実のため、ご寄付のご協力を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。

皆さまのご寄付が赤十字の活動を支えています。

　ご寄付のご協力は、このゆう
ちょ銀行専用の振込用紙で、最
寄りの郵便局窓口からご送金を
お願いします。送金後、郵便局
の窓口で渡される半券（振替払
込請求書兼受領証）をもって日
本赤十字社の受領証に代えさせ
ていただきます。ご理解の程よ
ろしくお願いいたします。 能登半島地震　救護班の様子

E N

日本赤十字豊田看護大学
8月オープンキャンパス開催！9月総合型選抜実施！

ご当地ハートラちゃん誕生！

５月11日、47都道府県の地域ごとの特色や魅力を取り入れた
「全国ご当地ハートラちゃん」が本社から発表されました。「全国ご
当地ハートラちゃん」は、各地域の文化や名産、風土などをモチー
フに、各地域で働く日赤職員が発案したもので、親しみやすいキャ
ラクターを通じて、赤十字の活動を
より身近に感じていただくことを目
的としています。
愛知県のご当地ハートラちゃん

は、エビフライをモチーフとした「エ
ビフライハートラちゃん」に決定い
たしました!
今後も「全国ご当地ハートラちゃ

ん47 “推し” 企画」やグッズの販
売など広報活動を展開していく予定
ですのでぜひご注目ください!

8月19日（水）に中学生・高校生向けオープンキャンパスを開催します!赤十字の
看護大学の特色を活かした災害看護学の看護体験や国際救援に関する講演会、国
際交流に参加した学生の体験談発表、
在学生と直接話せる個別相談コー
ナーやキャンパスツアーがあります。
参加ご希望の方は本学ホームページ
からお申込みください。
また、本年度から総合型選抜を実
施します。赤十字に関する活動や高
校で頑張ったことを高く評価する入試
です。詳しい入試情報は右記のQR
コードから!

入試情報はこちら▶

愛知県赤十字
血液センターHPは
こちら

▲9月～11月までの入試情報

▲愛知県のご当地ハートラちゃん
「エビフライハートラちゃん」

▲看護体験（災害看護学・トリアージの様子）

思いを繋ぐ、夏にする

愛知県赤十字血液センターでは、令和８年７月上旬～９月30日に「10代 
夏の献血キャンペーン」を実施します。県内で献血受付をした10代学生の
方にけんけつちゃんクールタオルを先着でプレゼント!さらに受付をした方
でSNS投稿とアンケートにご協力いただ
いた方の中から抽選で10名にけんけつ
ちゃんフェイスぬいぐるみをプレゼント!
近年、若い方々の献血へのご協力が減
少傾向にあります。ぜひ、この機会に献血
へのご協力をよろしくお願いします。（キャ
ンペーン詳細は当センターHPをご覧くだ
さい。）

2026. 夏

C L O S E UP

赤
十
字
講
習
事
業

1
0
0
周
年

▶ CLOSE UP
赤十字講習事業100周年

▶TOPICS
▶令和7年度一般会計歳入歳出決算
▶Information

子ども・子育て世代の支援

～愛知県支部が取り組む重点事業～PICK UP

歳　入

歳　出

内　訳 決算額 構成比

合計 1,900,683,842 円 100.0%

活動資金収入
委託金・補助金及び交付金収入
資金繰入（規則改正対応のため）
資産収入・雑収入
前年度繰越金

1,546,981,889
39,648,424
120,668,214
38,673,584
154,711,731

円
円
円
円
円

81.4%
2.1%
6.4%
2.0%
8.1%

❶
❷
❸
❹
❺

令和 7年度日本赤十字社愛知県支部一般会計歳入歳出決算

*歳入歳出差引額200,994,952円は翌年度の事業実施のために繰り越されました。

令和7年度、愛知県支部では個人・法人の皆さまからいただいた会費や寄付金を主な財源として、
災害救護事業をはじめとした人道支援活動を実施しました。日本赤十字社代議員会で承認されましたので報告します。

※事業報告の詳細については、
　日本赤十字社愛知県支部
　ウェブサイトでご覧いただけます。
https://www.jrc.or.jp/chapter/aichi/about/

子どもたちが家庭
や学校以外で安心し
て過ごすことのでき
る「第三の居場所」づ
くりを中心に、子ども
の体験機会の提供や
孤独・孤立の解消、子
育て支援につながる
取り組みを実施しま
した。

多文化共生社会の
実現に向けた事業の推進
やさしい日本語に
よる講習を普及する
ほか、外国にルーツの
ある子どもたちを対
象に、スポーツを通じ
た交流イベントをは
じめ、体験機会の提供
事業を関係機関と連
携しながら実施しま
した。

高齢者健康生活支援
高齢者の孤立を防ぎ、健康増進に資
する環境づくりのため、企業やスポー
ツチームと連携した外出・移動支援や
多世代交流会など、社会参加を促す支
援を行いました。

災害時の被災者支援
地域住民の自助・共助力の向上を図るための「地域のための防災・減災
訓練」。令和７年度は実働訓練に先立ち、自治体職員を対象に災害時に求
められる保健・医療・福祉活動についての研修を実施しました。

令和 7年度
歳入

令和 7年度
歳出

❶
81.4%

❺
8.1%

❶
22.8%

❹
9.1%

❽
15.1%

12
14.2%

11
11.5%

❷ 2.1%

13 7.4%

10 4.6%

❾ 6.3%

❷ 2.3%
❸ 3.3%

❺ 1.7%
❻ 0.3%
❼ 1.4%

❹ 2.0%

❸ 6.4%

構成比内　訳 決算額

合計 1,699,688,890 円 100.0%

災害救護事業と救護看護師の養成に
救急法や健康生活支援講習などの普及に
赤十字ボランティアの活動と育成に
青少年赤十字の育成と普及に
社会福祉事業などに
血液事業の普及啓発に
国際的な活動に
赤十字病院救急医療体制の整備に
広報・活動資金募集のために
市町村における赤十字活動に
全国的な赤十字活動に
将来の赤十字活動に
支部の運営に

387,104,778
38,277,017
56,037,127
155,013,942
28,884,859
4,931,628
23,732,428
257,637,274
106,472,074
78,382,752
196,562,351
240,884,971
125,767,689

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

22.8%
2.3%
3.3%
9.1%
1.7%
0.3%
1.4%
15.1%
6.3%
4.6%
11.5%
14.2%
7.4%

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
❽
❾
10
11
12
13

①お名前　②郵便番号・ご住所　③電話番号
④年齢　⑤『日赤あいち』の入手先　⑥ご意見・ご感想など

明
記
事
項

応
募
先

Mail

F a x

郵 送

：

：

：

aichi-koho@aichi.jrc.or.jp

052-971-1590

〒461-8561 名古屋市東区白壁1-50
日本赤十字社愛知県支部「日赤あいちプレゼント」係

ご協力ありがとうございます
日本赤十字社愛知県支部へ活動資金として

多額のご寄付をいただいた法人様

ハートラちゃんのジップロックフリーザー
バッグを抽選でプレゼント！

ハートラちゃん
ジップロック
フリーザーバッグ

締切／令和8年9月30日必着

10
名様

▲

アサヒベーカリー株式会社 様

▲

江口光株式会社様

▲

三協化成産業株式会社様

▲

シンコー株式会社様

▲

ヒダ電気株式会社様

▲

八島エンジニアリング株式会社 様

▲

株式会社ネクステージ様

▲

株式会社マクシスエンジニアリング 様

▲

株式会社ミニミニグループ様

10代 夏の献血キャンペーン



日
本
に
お
い
て
救
急
法
が
形
に
な
っ
た
の
は
、
1
8
8
7
年
、
帝
国
大
学
医
学
生
が
隅

田
川
で
溺
れ
た
学
生
を
救
え
な
か
っ
た
悔
し
さ
か
ら
、
ド
イ
ツ
軍
医
に
よ
る
教
本
『
普
通

救
急
新
法
』
を
日
本
語
に
訳
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。

日
赤
は
、
1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
12
月
23

日
に
「
衛
生
講
習
会
実
施
要
領
」
を
全
国
各
支

部
に
通
知
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
赤
の
講
習
事

業
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
救
急
法
」
の
科
目
の
内
容
に
は
、
き
ず
や
骨

折
の
手
当
、包
帯
法
や
止
血
法
、患
者
の
運
搬
法
、

人
工
呼
吸
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
全
国
で
2
0
7
1
万
人
以
上
が

講
習
を
受
講
し
て
い
ま
す
。（
令
和
7
年
3
月
31

日
時
点
）

赤
十
字
講
習
事
業
1
0
0
周
年

C
L
O
S
E
U
P

日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
で
は
「
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い
を
結
集
し
、
い
か
な
る
状
況
下
で
も
、

人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊
厳
を
守
る
」
と
い
う
日
本
赤
十
字
社
の
使
命
に
基
づ
き
、
講
習
を
日
々
展
開
し
て
い
ま
す
。

１
９
２
６
年
の
「
衛
生
講
習
会
」
開
始
か
ら
１
０
０
年
が
経
っ
た
今
„
い
の
ち
を
救
う
“
こ
と
を
続
け
た
講
習
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

講
習
事
業
の
は
じ
ま
り

講
習
事
業
の
は
じ
ま
り

講
習
事
業
の
は
じ
ま
り

講
習
事
業
の
は
じ
ま
り

活動やイベント
を報告します

トピックス

５月　赤十字運動月間のご報告

やごと日赤ふれあいひろばを開催しました!

広めよう！赤十字！５月の一斉キャンペーン
いつも地域ニーズにこたえる活動を実施している赤十字奉仕団。運動月間は赤十字へのご理解・ご支援を呼びかける
活動を県内各地で行いました。ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

たくさんのご来場ありがとうございました
5月16日（土）、やごと日赤ふれあいひろばを開催しました。地域の皆さんをはじめとして多くの方にご来場いただき、

大盛況となりました。
実際の医療機器に触れたり、応急手当を体
験した来場者からは「なかなかできない体験
だったので楽しかった」「日赤病院を身近に感
じられた」と感想をいただくことができました。
今回は例年より多くのブースが出展し、赤十
字や医療をはじめ、防災やSDGsなど様々な
活動・情報を知っていただく場となりました。
これからも地域の皆さんに寄り添った病院

を目指していきます。

愛知県青少年赤十字賛助奉仕団 江南市赤十字奉仕団田原市赤十字奉仕団

クレジットカード

Amazon Pay PayPay

でのご協力はこちら

この払込取扱票は、ご寄付を強制するものではありません。
機会がございましたら、ご利用いただければありがたく存じます。

１
０
０
周
年
を
迎
え
て

〜
支
部
講
習
担
当
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

１
０
０
周
年
を
迎
え
て

１
０
０
周
年
を
迎
え
て

１
０
０
周
年
を
迎
え
て

〜
支
部
講
習
担
当
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

〜
支
部
講
習
担
当
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

〜
支
部
講
習
担
当
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〜

講
習
事
業
は
、
受
講
さ
れ
た
方
が
命
と
健
康
を
守
る
行
動
を
実
践
す
る
た
め
の
知
識
と

技
術
を
普
及
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
平
時
に
お
け
る
赤
十
字
事
業
と
し
て
非
常
に
重

要
な
取
り
組
み
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
1
0
0
年
続
い
て
き
た
こ
の
事
業
は
、
担
い
手
で

あ
る
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
1
0
0
周
年
の
節
目
を
機
に
、
講
習
普
及
に
携
わ
る
皆
様
と
さ
ら
に
力
を
合
わ

せ
、
地
域
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
講
習
の
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
大
正
15

年
の
衛
生
講
習
会
の
開
始
以
来
、

常
に
そ
の
時
代
に
お
い
て
社
会
か

ら
求
め
ら
れ
る
内
容
を
普
及
で
き

る
よ
う
、
新
た
な
講
習
を
創
設
し

た
り
内
容
を
再
編
し
た
り
し
な
が

ら
講
習
普
及
の
事
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
複
雑
化
・

多
様
化
し
た
社
会
に
お
け
る
地
域

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
次
の

1
0
0
年
も
地
域
社
会
か
ら
求
め

ら
れ
る
知
識
や
技
術
を
講
習
普
及

と
い
う
形
で
広
め
る
こ
と
が
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
講
習
事
業

現
在
の
講
習
事
業

現
在
の
講
習
事
業

現
在
の
講
習
事
業

想
い
の
力
を
、
救
う
力
に
。

愛
知
県
支
部
で
は
、「
救
急
法
」「
水
上
安
全
法
」「
健
康
生
活
支
援
講
習
」「
幼
児
安
全
法
」

の
４
つ
の
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
の
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
そ
の
想
い
だ
け
で
は
な
く
、
救
う
た
め
の
正
し
い
知
識
と

技
術
が
必
要
で
す
。

今
後
も
愛
知
県
支
部
は
、
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
講
習
を
実
施
し
、
い
の
ち
を
救
う

方
法
や
、
健
康
で
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
知
識
・
技
術
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

愛知県支部 講習担当参事
近藤 佑介

1926年 衛生講習会開始1926年 衛生講習会開始1926年 衛生講習会開始1926年 衛生講習会開始

外国にルーツのある方への
「やさしい日本語」による講習
当支部が取り組む多文化共生事業の一

環として、日本語を十分に理解できない
方に対して、「やさしい日本語」で作成し
たテキストを用いて講習を実施し、地域の
自助力・共助力の向上を図っています。

関係職員向けの講習（地域との連携事業）
地域との協定に基づき、子育て支援員を対象に、赤十字の看護師が実際の症例を交えた

事故の紹介とともに、応急手当についての講習を実施していします。

オンラインでの幼児安全法
忙しい子育て世代の方々も自宅

などで気軽に参加できるオンライン
講習を実施しています。

地域赤十字奉仕団による講習普及
地域赤十字奉仕団の活動として講習普及

できるよう、指導員養成を推進し、地域住民に
寄り添った形で広く講習を展開しています。

地域ニーズに対応した
愛知県支部の講習展開

ANAグループから「しあわせの花すずらん」が贈呈されました!

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一・第二病院を慰問
5月26日（火）、両病院にて「すずらん贈呈式」が執り行われ、ANAグループからすずらんのお花としおりを寄贈いただ

きました。ANAグループの社会貢献活動の一環として1956年から続くすずらんの寄贈は、今年で71回目を迎えました。
ANAスタッフの皆さんが病室を
訪れ、温かな励ましの言葉ととも
に、患者さん一人ひとりにすずらん
としおりを直接手渡していただき
ました。今回のすずらんが北海道
で育てられたことを知り、ご自身の
旅行の思い出を楽しそうに語られ
る患者さんの姿が印象的でした。
ANAグループのご厚意に心より
御礼申し上げます。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
周
り
の
人

が
迅
速
か
つ
適
切
に
手
当
て
を
行

い
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
命
が
救

わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
次
救

命
処
置
や
ケ
ガ
の
手
当
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
講
習
。

救急法

子
ど
も
を
大
切
に
育
て
る
た
め

に
、
乳
幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い

事
故
の
予
防
と
そ
の
手
当
、
か
か

り
や
す
い
病
気
、
発
熱
、
け
い
れ

ん
な
ど
の
症
状
に
対
す
る
手
当
な

ど
の
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
講
習
。

幼児安全法

誰
も
が
迎
え
る
高
齢
期
を
健
や

か
に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
、
健

康
管
理
や
健
康
寿
命
を
の
ば
す
取

り
組
み
、
地
域
で
の
高
齢
者
支
援

に
つ
い
て
習
得
す
る
講
習
。

健康生活支援講習

安
全
に
水
と
親
し
む
た
め
の
、

自
己
保
全
の
泳
ぎ
や
水
の
事
故
防

止
、
溺
れ
た
人
の
救
助
や
手
当
の

方
法
な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得

で
き
る
講
習
。

水上安全法

各票の※印欄は、ご依頼人において記載してください。

払
　
込
　
取
　
扱
　
票

日
本
赤
十
字
社
　
愛
知
県
支
部

加入者名

金額料金

ご依頼人・通信欄

日

　　
附

　　
印

備考
ニ
ホ
ン
セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ

郵
便
番
号 口
　
座
　
記
　
号
　
番
　
号

お
と
こ
ろ

ふ
り
が
な

お
な
ま
え

千

免

百
十

千
百

十
円

万

電
 話
 番
 号

日
本
赤
十
字
社
 社
資
（
活
動
資
金
）

※

※

ア
イ
チ
ケ
ン
シ
ブ

名
古
屋

99

0
0

0
8
6

7
3
2

1

切り取らないでお出しください。

裏
面
の
注
意
事
項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）（
承
認
番
号
 名
第
6141号

）
こ
れ
よ
り
下
部
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
　
　
　
　
　
）　
　

赤
十
字
か
ら
の
表
彰

不
要

振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領
証

加入者名 口座記号番号金額料

　
金備

　
考 ご依頼人

お
な
ま
え

千
百

十
千

百
十

円
万

免

様
日
　
　
附
　
　
印

※ ※ 日
本
赤
十
字
社
　
愛
知
県
支
部

ニ
ホ
ン
セ
キ
ジ
ュ
ウ
ジ
シ
ャ

ア
イ
チ
ケ
ン
シ
ブ

こ
の
受
領
証
は
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

0
0

0
8
6

7
3
2

1

記載事項を訂正した場合は、その箇所に訂正印を押してください。

2,000円
以
上
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
事
業
報
告
とし
て
広
報
誌
を
お
送
りしま

す
。

2,000円
以
上
ご
協
力
の
方
で
、広
報
誌
が
不
要
の
方
は
チェック

を
お
付
けくだ

さ
い
。

広
報
誌
不
要

※
１

※
２

日
赤
あ
い
ち
07


